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                                ＡＡＡＡ    教職員評価教職員評価教職員評価教職員評価 

【基本理念】 

教職員の資質向上に資することをとおして、学校の教育力の向上を図り、児童

生徒の成長発達に寄与する評価制度とする。 

① 自己申告による評価（業績評価） ② 給与査定等評価（能力評価） 

【概要】 

教職員一人ひとりが自己の課題を的確に

把握した上で設定した目標の達成に向け

て、自主的・自立的に実践活動を行った結

果について年度末に自己評価したものを

校長が評価。（平成 23 年４月１日から） 

【概要】 

教職員の年間の活動全般への取り組み

における「意欲」「実践力」「成果」に

ついて校長が評価。 

（平成 23 年１月１日から） 

【評価にあたり参考とするもの】 

○教職員の自己評価 

○管理職による日常的な行動観察 

（授業観察を含む） 

○面談を通して収集した情報 

○評価補助者（副校長・教頭）からの情 

 報 

○児童生徒、保護者、地域住民等からの

情報 

【評価にあたり参考とするもの】 

○管理職による日常的な行動観察

（授業観察を含む） 

○自己申告による各教職員の評価 

 

 

 

            ＢＢＢＢ    学校評価学校評価学校評価学校評価 

【目的】 

各学校が自らの教育活動等の成果を不断に検証する

ことにより、児童生徒がより良い学校生活を送れるよ

う学校運営の改善と発展を目指すために行う。 

現在実施されている学校評価 

① （学校）自己評価 ② 学校関係者評価 

【概要】 

各学校の教職員が行う評

価。児童生徒、保護者等を

対象としたアンケート等

を活用。平成 16 年度から

実施。現在、すべての学校

で実施中。 

【概要】 

保護者、地域住民等の学校関

係者により構成された評価

委員会等が行う評価。平成 25

年度の県内実施率小：98.9% 

中：98.4% 特：94.7% 高全日

制：90.5% 高定時制:87.0% 

 

【あらたに参考とするもの】 

○教職員の各ステージに応じた能力やロールモデルとの比較 

○匿名性を担保した授業評価 

【あらたに参考とするもの】 

○匿名性を担保した学校評価 

 

 

【匿名性を担保した評価導入の目的】 

児童生徒や保護者（学習者）が「学校づくり」により一層参画し、

「開かれた学校」「風通しのよい学校」への取組がさらに推進され

ることを目指して、自由に意見表明できる匿名性を担保した評価

を導入する。記名することで埋もれてしまう可能性のある率直な

情報を拾い出して、授業改善や学校改善に役立てる。 

第５回評価制度改善のための有識者会議配付資料（抄） 



項　　　目 匿名性を担保した授業評価 匿名性を担保した学校評価

評価者

学習者（生徒、保護者）

※小学校においては、学校評価の中で実施する。

※中学校においては、評価者のあり方について、試行的に実施して研

究する。

※高等学校においては、学校の実情に応じて生徒だけで評価する場

合もあり得る。

学習者（児童・生徒、保護者）

被評価者 授業を担当する教諭、助教諭、講師（中学校、高等学校）

校長（小学校、中学校、高等学校）

学級担任（小学校、中学校、高等学校）

評価項目 授業満足度（５段階評価）

学校満足度（５段階評価）

　※授業（小）、学級経営、生徒指導等を含む。自由記述欄を設ける。

匿名性の担保と

集計の方法（例）

①　家庭へ持ち帰り、生徒が保護者とともに匿名の評価シートへ記入

する他、学活（中）・LHR（高）等の時間を活用して、生徒が匿名の評価

票へ記入する。

②　学級担任が匿名性に配慮しながら回収して、校内の担当係へ提

出する。

③　担当係が集計する。

④　集計結果は本人と校長とで共有する。

①　匿名の評価シートを封筒に入れ、封をして学級担任へ提出する。

②　校長が開封する。

　※必要に応じてPTA役員及び学校評議員に協力いただく。

③　管理職及び担当係が集計する。

評価の活用方法

○被評価者は、「評価・支援シート」の必須評価項目「A　学習指導」の

自己評価〈目標の達成状況〉にあたり、授業評価の結果を参考とする

データとして活用する。

○校長は、「評価・支援シート」の「A　学習指導」の要素評価〈成果〉に

おいて、授業評価の結果を参考とするデータとして活用する。

※各校では、授業改善を図るための「授業アンケート」を実施するなど

して改善点を分析し、校長との面談等を通して次年度の個人目標の設

定へフィードバックさせることもできる。

○校長は「評価・支援シート」の自己申告項目の評価にあたり参考とす

るデータとして学校満足度評価を用いる。

○学校運営の改善に生かすとともに、次年度の学校運営方針へ反映

する。

○校長と教職員との面談を通して、学級経営や部活動運営等の改善に

役立てる。

評価シートのフォーマット

教育委員会で例を示す。

各校の実情に応じて適切に対応する。

教育委員会で例を示す。

各校の実情に応じて適切に対応する。

実施時期と回数 各校の実情に応じて適切に対応する。 各校の実情に応じて適切に対応する。

                                             　　　　  匿名性を担保した評価の概要（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　高校教育課



項　　　目 匿名性を担保した授業評価 匿名性を担保した学校評価

評価者

学習者（生徒、保護者）

※特別支援学校においては、学校評価の中で実施する。

※ただし、特別支援学校中学部高等部において準ずる教育課程を履

修している生徒を対象にして、評価者のあり方について、試行的に実

施して研究する。

※高等部においては、学校の実情に応じて生徒だけで評価する場合

もあり得る。

学習者（児童・生徒、保護者）

被評価者

授業を担当する教諭、助教諭、講師

（準ずる教育課程を実施している中学部、高等部）

校長

学級担任（幼稚部、小学部、中学部、高等部　等）

評価項目 授業満足度（５段階評価）

学校満足度（５段階評価）

　※授業、学級経営、生徒指導等を含む。自由記述欄を設ける。

匿名性の担保と

集計の方法（例）

①　家庭へ持ち帰り、生徒が保護者とともに匿名の評価シートへ記入

する他、学活（中）・LHR（高）等の時間を活用して、生徒が匿名の評価

票へ記入する。

②　学級担任が匿名性に配慮しながら回収して、校内の担当係へ提

出する。

③　担当係が集計する。

④　集計結果は本人と校長とで共有する。

①　匿名の評価シートを封筒に入れ、封をして学級担任へ提出する。

②　校長が開封する。

　※必要に応じてPTA役員及び学校評議員に協力いただく。

③　管理職及び担当係が集計する。

評価の活用方法

○被評価者は、「評価・支援シート」の必須評価項目「A　学習指導」の

自己評価〈目標の達成状況〉にあたり、授業評価の結果を参考とする

データとして活用する。

○校長は、「評価・支援シート」の「A　学習指導」の要素評価〈成果〉に

おいて、授業評価の結果を参考とするデータとして活用する。

※各校では、授業改善を図るための「授業アンケート」を実施するなど

して改善点を分析し、校長との面談等を通して次年度の個人目標の設

定へフィードバックさせることもできる。

○校長は「評価・支援シート」の自己申告項目の評価にあたり参考とす

るデータとして学校満足度評価を用いる。

○学校運営の改善に生かすとともに、次年度の学校運営方針へ反映

する。

○校長と教職員との面談を通して、学級経営や部活動運営等の改善に

役立てる。

評価シートのフォーマット

教育委員会で例を示す。

各校の実情に応じて適切に対応する。

教育委員会で例を示す。

各校の実情に応じて適切に対応する。

実施時期と回数 各校の実情に応じて適切に対応する。 各校の実情に応じて適切に対応する。

                                                  匿名性を担保した評価の概要【特別支援学校】（案）　　　　　　　　　　　　　　高校教育課



                 匿名性を担保した学習者による評価活動の流れ（案）             高校教育課 

被

評

価

者 

  

評価支援シート（自己評価） 

「Ａ 学習指導」 

目標達成状況の評価の参考デ

ータとして活用 
 

校 

 

長 

 

評価支援シート（評価と支援） 

「Ａ 学習指導」 

要素評価〈成果〉の評価の参考 

データとして活用 
 

校 

 

長 

 

評価支援シート（自己評価） 

� 「Ａ 学習指導」 

� 「Ｂ 学校教育」 

� 「Ｃ 教職員への支援」等 

の評価の参考データとして

活用 

 

学校評価 

※授業（小）、学級経営、生徒

指導等の評価を含む 

評価者 

 学習者 

（小・中・高・特の児童・生徒、保

護者） 

被評価者 

� 校長  

� 学級担任 

授業評価 

評価者 

 学習者 

（中・高の生徒・保護者） 

被評価者 

授業を担当する教諭、助教

諭、講師 

学級担任等が匿名の評

価シートを回収 

担当係 

が集計 

匿名の評価シート

を封筒に封入して 

提出し、学級担任

等が回収 

� 校長が開封 

※必要に応じて開

封に PTA 役員、学校

評議員等の協力を

いただく 

� 管理職等が

集計 

「授業アンケー

ト」を実施する

などして改善点

を分析し、校長

との面談等を通

して次年度の個

人目標の設定へ

フィードバック

させる。 

次年度の学校運

営方針へ反映 

教職員との面談

等を通して学級

経営や部活動運

営の改善に役立

てる。 



評価制度改善の進め方について（案）            高校教育課 

匿名性を担保した評価の活用方法 

 

評 価 被評価者 評価の活用方法 

業績評価 

小学校の学級担任 

特別支援学校の学級担任 

○匿名性を担保した学校評価（授業）の結果を被評価者の自己評価へ反映させる。 

○校長は、日常的な行動観察等の情報も踏まえ、面談を通して総合的に判断する。 

○評価シートの自由記述欄に記載された学習者の意見等を被評価者に伝えるこ

とで、改善に役立てる。 

中学校及び高等学校の教諭・助教

諭・講師 

準ずる教育課程を実施している特

別支援学校中学部、高等部の教諭・

助教諭・講師 

○匿名性を担保した授業評価の結果を被評価者の自己評価へ反映させる。 

○校長は、授業観察等の情報も踏まえ、面談を通して総合的に判断する。 

○評価シートの自由記述欄に記載された学習者の意見等を被評価者に伝えるこ

とで、授業改善に役立てる。 

学校評価 

校長 

○匿名性を担保した学校評価（学校運営）の結果を被評価者の自己評価へ反映さ

せる。 

○教育長は、匿名性を担保した学校評価の結果や日常的な行動観察等の情報も踏

まえ、教育長または教育長から委任された者との面談を通して総合的に判断す

る。 

○次年度の学校目標の設定へ、学校評価の結果を反映させる。 

教職員 ○次年度の個人目標の設定へ、学校目標を反映させる。 

 



以下の項目等については、有識者会議において委員から意見を伺い、今後の検討の方向性を確認する。フォローアップ委員会に

報告するなどして検討の透明性を高めながら、事務局を中心に検討を進める。 

 

業績評価及び能力評価の検討の方向性 

 

評 価 検討の方向性 

業績評価 

現行制度を維持した上で、「広範に過ぎるＣ評価の点数の改善」という提言に沿ってＣ評価のレンジを狭める方向

で検討する。 

能力評価 

現行制度を維持した上で、「評価項目において、責任感、服務規律の遵守、公正性など倫理に関する項目の位置付

けの明確化、重視を図る」という提言に沿って検討する。 

 

その他の事項の検討の方向性 

 

検討事項 検討の方向性 

教員評価の効率化と評価者の育成の検討 

教頭の有する情報を活用するなどして評価の効率化を図るとともに、 

評価に関して校長と教頭とが意見交換すること等を通して、教頭の評 

価能力を高めること等を検討する。 

校長の評価能力向上のための研修の充実、評価結果を必要

に応じて研修や支援に結び付ける仕組みの構築の検討 

研修を担当する関係機関と連携しながら検討する。 

管理職評価のための委員会の設置と活用の検討 

教育委員による学校訪問や、教育長または教育長から委任された者に 

よる校長面談を通して校長評価をおこなう現行の方法を、さらに充実 

させる方向で検討する。 

地域住民等幅広い関係者を対象とした学校運営に対する

包括的評価の検討 

幅広い関係者を対象とした学校運営に対する意見を評価に取り入れる

ことを、学校評議員制度や信州型コミュニティースクール創造事業等

と関連させながら検討する。 



 


